
大学開学 50 周年、学園創立 140 周年事業
125 年余り前の文化遺産と学術資料の購入

学園では節目の年にふさわしい事業で、これからの教育に貢献していきます。
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明
治
の
作
家
、
樋
口
一
葉
ゆ
か
り

の
旧
伊
勢
屋
質
店
を
跡
見
学
園
が
取

得
・
保
存
。
教
室
（
菊
坂
跡
見
塾
）

と
し
て
の
活
用
と
と
も
に
一
般
公
開

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
葉
は
、
24
歳
と
い
う
短
い
生
涯

の
大
半
を
文
京
区
で
過
ご
し
、
生
活

苦
か
ら
た
び
た
び
本
郷
の
伊
勢
屋
質

店
へ
通
い
、
家
族
を
養
い
な
が
ら
小

説
家
と
し
て
「
た
け
く
ら
べ
」
な
ど

の
名
作
を
世
に
残
し
ま
し
た
。
幕
末

の
1
8
6
0
年
に
開
業
し
た
伊
勢
屋

質
店
は
、
土
蔵
、
見
世
、
座
敷
棟
す

べ
て
が
明
治
期
の
建
物
で
、
国
の
登

録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
で
の
所
有
・
管
理
が
困
難
に
な

り
、
一
度
は
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
同

建
物
。
文
学
的
史
跡
と
し
て
も
、
ま

た
、
明
治
の
商
家
の
面
影
を
今
に
残

し
、
当
時
の
住
ま
い
の
知
恵
や
工
夫

を
知
る
た
め
の
建
築
遺
構
と
し
て
も

貴
重
な
建
物
の
存
続
に
、「
跡

見
学
園
が
管
理
し
て
く
れ
る

な
ら
安
心
だ
わ
」
と
、
一
葉

フ
ァ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
区

民
の
方
々
が
安
堵
の
表
情
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
公
開
に
先
駆
け
、
本

歴
史
的
、
文
化
的
に

価
値
あ
る
旧
伊
勢
屋
質
店
を

保
存
、
運
用
し
て
い
き
ま
す

存
続
の
危
ぶ
ま
れ
た
樋
口
一
葉
ゆ
か
り
の
質
店
、

文
京
区
と
連
携
し
、
学
園
が
取
得
・
保
存

1. 住居と蔵が一体となった珍しい造り。貴重品を多数管理する質店らしく、防犯・防火のための工夫があちこちに見られる。
2. 土蔵は明治20年移築、見世は明治40年、座敷棟は明治23年築。

1
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学
の
一
部
の
授
業
で
は
す
で
に
教
室

と
し
て
の
活
用
を
始
め
、
教
育
の
場

と
し
て
活
か
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
、
文
学
部
の
日
本
文
学
の
授
業
の

一
環
で
、
20
名
ほ
ど
の
学
生
が
菊
坂

跡
見
塾
を
見
学
。
質
店
と
い
う
場
所

柄
、
出
入
り
の
際
に
顔
が
見
ら
れ
な

い
よ
う
に
表
と
は
別
の
出
入
り
口
が

あ
っ
た
り
、
大
切
な
質
草
を
保
管
す

る
蔵
に
頑
丈
な
錠
前
が
あ
っ
た
り
、

明
治
の
質
屋
な
ら
で
は
の
造
り
に
み

な
興
味
津
々
で
解
説
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
蔵
と
見
世
の
間
の
床
下

に
は
、
こ
ね
た
粘
土
を
保
管
し
て
お

く
鉢
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
火
事

が
起
き
た
際
、
蔵
の
隙
間
に
粘
土
を

塗
り
込
ん
で
火
の
燃
え
移
り
を
防
ぐ

た
め
の
も
の
で
、
店
主
は
常
に
粘
土

が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
湿
ら
せ
て
い

た
そ
う
。
建
物
に
ま
つ
わ
る
暮
ら
し

の
知
恵
は
つ
き
ま
せ
ん
。
一
般
公
開

を
お
楽
し
み
に
！住居の秘密に

びっくり！



　

4
月
28
日
（
火
）、跡
見
学
園
女
子

大
学
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
跡
見
学

園
・
文
京
区
合
同
記
者
会
見
を
開
催

し
、
森
鷗
外
「
舞
姫
」
の
直
筆
原
稿

を
購
入
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

森
鷗
外
と
い
え
ば
明
治
の
文
豪
と

し
て
知
ら
れ
、「
舞
姫
」は
鷗
外
自
身

の
ド
イ
ツ
留
学
を
も
と
に
書
い
た
最

初
の
短
編
小
説
。
日
本
近
代
文
学
の

代
表
格
で
す
。
そ
の
原
稿
は
、
長
ら

く
個
人
が
所
蔵
し
、
研
究
者
で
も
簡

単
に
閲
覧
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
今
年
3
月
の

国
際
稀
覯
本
フ
ェ
ア
に
出
品
さ
れ
た

た
め
、
本
学
が
購
入
に
至
り
ま
し
た
。

　

購
入
の
動
機
は
、「
舞
姫
」執
筆
時

の
夫
人
、
赤
松
登
志
子
が
跡
見
学
園

出
身
者
で
あ
り
、
学
祖
・
跡
見
花
蹊

の
直
弟
子
で
あ
る
こ
と
や
、
本
学
の

山
崎
一
穎
理
事
長
が
鷗
外
研
究
の
第

貴
重
な
学
術
資
料
を
購
入

保
存
と
運
用
の
責
任
を
果
た
し
ま
す

一
人
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
学
園
創
立
1
4
0
年
の
節

目
の
年
に
、
直
筆
原
稿
と
い
う
極
め

て
貴
重
な
資
料
が
出
現
し
た
こ
と
に

背
中
を
押
さ
れ
た
と
い
う
の
も
あ
る

と
か
。「
鷗
外
自
身
は
、
自
分
の
原
稿

が
売
買
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
こ
れ
で
安
ら
か

に
眠
れ
る
の
で
は
。
鷗
外
の
居
宅
は

文
京
区
で
あ
り
、そ
の
ゆ
か
り
の
地
に

建
つ
跡
見
学
園
で
保
存
す
る
こ
と
が

で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
」と
に
こ

や
か
に
語
る
山
崎
理
事
長
。
一
級
品

の
資
料
を
跡
見
生
だ
け
で
な
く
、
広

く
一
般
に
公
開
す
る
機
会
を
設
け
、学

術
的
な
貢
献
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

貴重な複製本を交えて解説
する山崎理事長。

学園とも縁のある文学作品をテーマに
「朗読コンテスト」を開催します。

開催日時：平成 27年10月18日（日）

 午後1時開演
会場：跡見学園女子大学ブロッサムホール
　　  （文京キャンパス）
主催：文京区　主管：跡見学園女子大学
協力：NHK 放送研修センター日本語センター
概要：文京区にゆかりの作家の作品を朗読。

 全国公募し、コンテスト形式で優秀者を
選び、表彰します。

課題作：樋口一葉「たけくらべ」「十三夜」
　　　　　　　　　　「樋口一葉日記」
　　　　森　鷗外「舞姫」「雁」「山椒大夫」
　　　　　　　　　　「最後の一句」

応募・観覧その他の詳細については、
〈 跡見学園女子大学HP 〉

http://www.atomi.ac.jp/univ/

〈 文京区HP 〉
http://www.city.bunkyo.lg.jp/

でご確認ください。

〜一葉と鷗外　未来へつなぐ文化遺産〜
平成27年度 文の京ゆかりの文化人顕彰事業

朗読コンテスト開催のご案内

森
鷗
外
「
舞
姫
」
の
直
筆
原
稿
を
購
入
、

一
般
公
開
へ
向
け
準
備

1. 合同記者会見の様子。 2. 多くの質問が挙がった質疑応答。
3. ドイツ人女性エリスの描写で文字が乱れるなど、活字では伝わらない鷗外の感情、補訂の跡が見て取れる。
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